
 

 

 

 

 

学校の教育目標「学んだことを生かして、考え表現し、ふる

さとを愛する谷っ子の育成」を達成するため、育成を目指す資

質・能力を「問題解決能力」と定め、授業改善チーム、問題解

決・由布学チーム、教育相談チームを中心に組織的に取り組ん

でいます。 

 

学校経営から学ぶ 
本校は、育成を目指す資質・能力の３本柱にあわせて明確な

目標を定め、課題に対しては効果的な取組を行っています。 

「『分かった』『できた』ことを実感する子どもの育成」で

は、言語能力に課題があったので「コグトレ（認知機能強化ト

レーニング）」を取り入れ成果をあげています。また、家庭学習

では、保護者にはサインを行うことを依頼し、親子で対話を行

う場を設けることで、子どもの意欲を高めています。 

「問題解決的に学び、自分の考えを表現する子どもの育成」 

では、子ども達が谷地区に伝わる「提子音頭」を復活させる取

り組みを通して、問題解決能力の育成を図ったそうです。 

「学んだことを自分やふるさとのために活かす子どもの育

成」では、６年生の子ども達が自主的な活動として「校内キャンプ」を企画したそうです。

子ども達は、校長先生に許可をもらうために、保護者等にアンケートを行うことで根拠を示

し、反対意見に対しては一つ一つ丁寧に説明することを通して、表現力がついたそうです。 

今後とも、このような教科等横断的な視点でカリキュラムを編成し、子どもも教職員も共

に楽しみながら学び合い、高め合うような実践を期待します。 

 
授業から学ぶ 
２年生算数の授業では、子ども達は先生の指示をしっかりと聞き、自分の考えをつぶやい

ていました。今後は、失敗しても良い安心な空間と、発言をする時は起立する等のルールを

つくり、子どもの思考や発言を生かした授業を組み立ててみてはいかがでしょうか。 

最初から上手くはいきませんが、子どもの力を信じて繰り返しチャレンジしてください。 
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由布市立谷小学校から学ぶ 


